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技術	 螺旋 3D印刷のための設計法とソフトウェア	 
螺旋 3D 印刷では造形物のフィラメントの方

向を設計時にきめています．従来の 3D 設計

法では方向つきのモデルが記述できないため，

独自に開発し後悔している draw3dp という

設計用ライブラリ  (API) を使用し，Python

言語でプログラムを記述することによって設

計・デザインしています．しかし，ユーザや

デザイナとの共創にはより容易に使用できる

デザイン・インタフェースが必要なので，

「3D 印刷シェード・デザイナ」という Web

インタフェースを開発しています (図 5)． 

汎用的なライブラリ draw3dp については専門

的になるのでここでは説明を省略します．情

報処理学会誌 2017 年 6 月号の「3D プリンタ

もプログラミングで – draw3dp」とい

う記事を参照してください． 

3D 印刷シェード・デザイナは表面に

波模様をえがいた球などのデザインに

特化した Web インタフェースです．

波模様をえがく方法は 3 種類あります． 

• 変形 (deformation): 球を水平方向に変形させて

波模様をつくります (図 6a)． 

• 変調 (modulation): フィラメントの断面積を変化

させて波模様をつくります．断面積を変化させ

るには印刷時にヘッドの速度を変化させます 

(図 6b)． 

• ヴィブラート (vibrato): 印刷時にヘッドを上下

に波うたせて，波模様をつくります (図 6c)． 

波にはそれぞれ横波と縦波があります．図 7a, 7b 

は変形による横波，縦波を表示しています．それ

らを合成するとななめの波 (図 7c, 7e)，かさねあ

わせると図 7d のような波模様がつくれます．な

なめの波をくみあわせてさらに複雑な波模様がつ

くれます (図 7f)． 
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図 7 球の表面への波の生成・合成・かさねあわせ 

 
図 5  3D印刷シェード・デザイナの画面 
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図 6 表面に波模様をえがくための 3種類の方法 


